
14:30 - 15:00
15:00-17:00 参加受付 15:40 - 16:40

17:00〜

7:30-8:30 参加受付 口演スライド受付

8:30-8:35 開会の挨拶　伊関 千書 8:30-8:35 開会の挨拶　伊関 千書（ライブ放映）

8:35-9:25 一般演題１ 　Hakim病の併存疾患から病態を考える　
座長：常深 泰司 8:35-10:05 一般演題２   動画で見る水頭症外科のアート　

座長：渡邊 玲　岡 英輝

8:35-8:45
筋強直性ジストロフィー1型におけるクモ膜下腔の不均衡な拡大（DESH） 
に関する検討

竹中 宏幸
8:35-8:45 腹腔側チューブ再建術における内視鏡の有用性

岡 英輝

8:45-8:55 特発性正常圧水頭症経過中における神経変性疾患の発症

新山 竣一 8:45-8:55 当施設での腰椎腹腔短絡術において術中造影の有効性の検討

渡邉 庸介

8:55-9:05
進行性核上性麻痺と特発性正常圧水頭症の合併例に対するシャント術有効性の予測因子

―多施設共同観察研究のプロトコルの検討―
山原 直紀

8:55-9:05
術中透視によるカテーテル先端形態の最適化がLPシャント術後の下肢神経痛を
予防する

後藤 幸大

9:05-9:15 ハキム病の診断治療におけるパーキンソン病関連疾患の影響

名倉 崇弘 9:05-9:15 LPシャント術における術中造影の有用性の後方視的検討
渡邊 玲

9:15-9:25 当院におけるLPシャントの圧設定
鮫島 直之

9:25-9:35 高齢者における安全な脳室心房シャント手技の考察

盧 山

9:35-9:45 VAシャントにおけるピールアウェイシースを用いた頚部操作法
松下 真悟

9:45-9:55 脳室腹腔シャント手術における腹部操作の工夫　-Hasson変法を用いた開腹-
永井 新

9:55-10:05
23年間VP shuntに依存していた中脳水道狭窄症に対して、
内視鏡的第3脳室底開窓術が奏功した1例
黒岩 正文

10:25-11:45 一般演題３   これからも続く水頭症病態の探究　
座長：木村 輝雄   三浦 真弘

10:35-10:45 iNPHの成立機序：古くて新しいWindkessel theory
石川 正恒

10:05-10:30 AIで病因・病態に迫る〜理工学から
深見 忠典 10:45-10:55

グリンパ系を駆動する圧浸循環（POC）モデルの提唱と、正常圧水頭症におけ
るDESH 変形の解明
梶本 宜永

10:30-10:55 臨床と共に歩む医療AIー歩行解析・挿管困難予測の研究事例と教育
早坂 達哉 10:55-11:05 中脳水道完全狭窄における脳脊髄液動態

山田 晋也

10:55-11:20 AIを用いた独居認知症高齢者の生活支援〜AI付きTV電話を中心に〜
津野田 尚子 11:05-11:15

脊髄レベルからの経Neurofluidリンパ管吸収動態を硬膜外リンパ系の解剖学的
特徴から再考する

三浦 真弘

11:15-11:25 タウの脳脊髄液から頭蓋外リンパ系への排出機構の検討

矢野 智香

11:25-11:35 新規脳室拡大・水頭症モデルマウスの病態解析

成田 啓之

11:35-11:45 加齢と疾患における脈絡叢の機能を再考する

中島 円

11:50-12:50

ランチョンセミナー「AIを活用した、ハキム病（iNPH)診療の最前線」
（共催：インテグラジャパン、富士フイルム）

歩容解析アプリ Gait Analyzer Insight (G-AI)とSYNAPSE VINCENT 
脳脊髄液腔解析アプリ（CT版）を活用したハキム病（iNPH）診療
座長：鮫島 直之　講師：山田 茂樹
（日本脳神経外科学会領域講習）

11:50-12:50 ランチョンセミナーライブ放映

13:00-13:45
教育講演 1
臨床遺伝子検査の進歩ー病態に迫るために

座長：小山 信吾　講師：佐藤 秀則
13:00-14:00 シンポジウム4　Hakim病の病態

座長：鹿戸 将史　梶本 宜永

13:50-15:50 シンポジウム2　脳脊髄液循環究明〜基礎研究からの架け橋
座長：後藤 薫　中島 円 13:00-13:30 Hakim 病の歩行障害、認知障害の特徴とその背景にある病態機序

菅野 重範

13:50-14:20 PIEZO メカノセンサーチャネルが司る生体臓器の機能制御
野々村 恵子 13:30-14:00 Hakim病の白質の病態

田岡 俊昭

14:20-14:50 繊毛と脳脊髄液循環

西村 有平 

14:50-15:20 アルツハイマー病研究と脳脊髄液循環

山田 薫 

15:20-15:50 脳疾患の治療標的としての硬膜リンパ管の構造変化

小西 博之 15:00-15:40
副会長講演

フレイルからみた正常圧水頭症とアルツハイマー型認知症

座長：伊達 勲　講師：太田 康之

16:10-17:50

Symposium 3 
Joint Symposium of the Japanese NPH Society, MDS-Japan, and 
Korea "Hakim disease (iNPH) and Movement disorders"
Chairs: Atsushi Takeda, Hiroyasu Sato

16:00-16:25 NPH & Movement Disorders: Imaging Overlap and Clinical Co-existance
Toru Baba 16:40-17:30 シンポジウム5　水頭症・認知症のケア〜〜現場のジレンマと倫理〜

座長：諏佐 真治

16:25-16:50 Hakim’s Disease with Parkinson’s Disease: A Clinical Study 
Taiji Tsunemi 

16:40-17:00 水頭症・認知症の注意障害と転倒

川上 暢子

16:50-17:15
Team-Based Clinical Care for Hakim's Disease: A Neurology-
Neurosurgery Collaborative Model
Kyunghun Kang 

17:00-17:20 認知症ケアにおける行動制限の倫理的ジレンマー安全と意思尊重のバランス

齋藤 朝子

17:15-17:40 Hydrocephalus from the Perspective of Movement Disorders
Jinyoung Youn

17:20-17:30 Discussion

17:30-18:30 一般演題４　多面的な臨床から捉えるHakim病
座長：高橋 賛美　亀田 雅博

17:30-17:40 Midlife hydrocephalusの臨床像
野村 貞宏

17:40-17:50 物忘れ外来におけるDESHの検出の検討
林 康彦

17:50-19:10
公募シンポジウム 1
「多様なキャリアが拓く水頭症医療・研究の未来」

座長：伊関 千書　井上 靖章
17:50-18:00 iNPH診断・治療の最適化に向けた当院の取り組みと新たな診断基準開発の試み

小林 正芳

17:50-18:10 産業保健の立場から見た大学病院の働き方改革

鐘本 英輝
18:00-18:10 正常圧水頭症と運動障害性神経変性疾患における脳脊髄液腔解析

竹村 夏実

18:10-18:30 女性研究者のキャリア支援－「休ませる支援」から「働ける時間を保証する支援」へ－

秋葉 ちひろ 18:10-18:20
iNPH診療における認知症関連髄液バイオマーカー測定の意義-
認知症疾患センター併設施設における経験から-
相原 英夫

18:30-18:50
セラピストからみた水頭症医療・研究の現状と課題－興味を持つ人が少ないのはなぜだ

ろう－

二階堂 泰隆
18:20-18:30 iNPH患者とAD併存iNPH患者の脳形態画像及び脳血流画像の比較

茶谷 佳宏

18:50-19:10 名戸谷病院における働き方改革：チーム医療で挑む高度医療

大池 涼 18:30-19:30

9:00-10:20

シンポジウム6  (指定テーマ)
私の地域での診療連携の実際〜「認知症診療医と脳神経外科医との円滑な診療連携構築

に役立つ知見（數井班研究）」を踏まえて～

座長：數井 裕光　貴島 晴彦

9:00-9:10 高知：我が国の脳神経外科施設における特発性正常圧水頭症診療に関する実態調査

河合 亮

9:10-9:20
北海道：北の国から～北海道オホーツク地域における特発性正常圧水頭症の潜在患者の

存在と診療課題：今後の啓発戦略に向けて～

木村 輝雄

9:20-9:30
岩手：岩手県における正常圧水頭症治療の現状から地域特性を考えた疾患認知向上と治

療機会拡大を模索する

横沢 路子
9:30-10:30

公募シンポジウム ２
「DESH再考 in 2026」
座長：石井 一成   山田 茂樹

9:30-9:40 宮城：認知症疾患専門医と脳神経外科医が共存する施設の利点

大沢 伸一郎 9:30-9:42 DESHの現在地までの歩み
石井 一成

9:40-9:50 東京：東京共済病院（東京都目黒区）のiNPH診療
鮫島 直之 9:42-9:54 DESHが形成されるメカニズム〜動態MRIからわかること〜

山田 茂樹

9:50-10:00 神奈川：私の地域での診療連携の実際-横浜市　
張 家正 9:54-10:03 DESHがあったらなぜ悪い〜症候の観察から〜

伊関 千書

10:00-10:10
鳥取：オープンシステムを活用した包括的Hakim病診療：鳥取県高齢化・医療過疎地域
における周術期病病連携の今後の可能性

藤井 教雄
10:03-10:15 Non-DESH 水頭症研究のレビュー

高橋 竜一

10:10-10:20 鹿児島：私の地域での診療連携の実際　鹿児島県鹿児島市

厚地 正道 10:15-10:27 DESHが非典型的だが、Hakim病と考える症例
中島 円

10:30-11:15
教育講演3
コホート研究とは？基本と実例

座長：小久保 安昭　講師：今田 恒夫
10:30-11:10

モーニングセミナー２　（共催：ビー・ブラウンエースクラップ株式会社）

proGAV2.0シャントシステムの使用経験を語る：臨床現場の声と今後の展望
座長：大沢 伸一郎　講師：井上 靖章　市村 真也

11:20-11:50
会長講演

Hakim病(iNPH) の疫学・病因・病態をめぐって
座長：遠藤 英徳　講師：伊関 千書

11:50-12:15 特別企画　Hydrocephalus Societyを広げる〜世界で日本で〜
座長：森 悦朗　喜多 大輔

11:50-11:55 話題提供：伊関千書 「国際水頭症学会のビジョン、若手育成」
11:55-12:15 コメンテーターから：數井 裕光　貴島 晴彦　石川 正恒   宮嶋 雅一  山田 茂樹
12:15-12:30 「若手奨励賞」表彰式、閉会の挨拶   伊関 千書

学会終了

9:15-9:25 糖尿病を合併した正常圧水頭症に対するSGLT2阻害薬による治療の可能性について
宮島 雅一

17:10-18:25
ポスターセッション　3

Hakim病の症候
座長：貝嶋光信

ポスターセッション　4
水頭症のバイオマーカーと

生理学

座長：川村海渡

14:00-15:00

アフタヌーンセミナー（共催：エーザイ株式会社、バイオジェン・ジャパン株

式会社）

アルツハイマー病の神経病理～抗Aβ抗体療法との関連を含めて～
座長：太田 康之　講師：川勝 忍

ポスター掲示　なるべく昼までに

14日、15日両日のポスターセッションとも掲示可

ポスター受付はありません。各自掲示していただくか、

掲示作業を学会で代行するサービスに申し込んで下さい。

ポスター閲覧

15:30-17:00
ポスターセッション　１　

水頭症の手術 
座長：羽柴哲夫

ポスターセッション　2　
水頭症・認知症を

多角的に捉える

座長：喜多大輔

19:30-21:30 全員情報交換会

準備時間

2月15日（日）ポスター会場

8:30-09:30
モーニングセミナー1　（共催：日本イーライリリー株式会社）
気軽に始めよう！ケサンラ点滴治療

座長：園田 順彦　講師：厚地 正道

2月15日（日）2日目　第２会場

ポスターセッション   5
若手奨励賞応募 A
座長：村井尚之

ポスターセッション 6 
若手奨励賞応募 K
座長：高橋竜一

7:45-9:00

9:10-10:15
ポスターセッション   7
若手奨励賞応募 I
座長：宮崎晃一

ポスターセッション  8 
若手奨励賞応募 M
座長：秋葉ちひろ

ポスター撤去

2月15日（日）2日目　第１会場

9:30-10:05
特別講演

ドラッグ・リポジショニングによる抗パーキンソン病薬の開発

座長：小原 祐太郎　講師：加藤 丈夫

16:00-16:40
教育講演 2　
正常圧水頭症診療のための認知機能の診かた

座長：伊関 千書　講師：鈴木 匡子

10:05-11:45
シンポジウム１

AIを研究・診療でどのように使うか
座長：伊藤 広貴　林 康彦

11:20-11:45

 (English) AIで判定できる水頭症・認知症の認知機能障害〜臨床研究より〜
AI-Detectable Cognitive Impairment in Hydrocephalus and Dementia: Findings from a 
Clinical Study　
Ki-Su Park

17:40-17:50 Discussion

2026年 第27回日本正常圧水頭症学会学術集会（山形県天童温泉ほほえみの宿滝の湯）
オンラインライブ配信あり・オンデマンド配信あり*（3/1-31予定）（＊一部演題を除く）

2月13日（金）学会前日　第１会場 2月13日（金）　学会前日　第２会場 2月13日（金）ポスター会場

2月14日（土）ポスター会場

理事会受付

NPH学会理事会（ポスター会場にて）
エクスカーションツアー　バス出発（22：00頃戻る）

2月14日（土）１日目　第２会場2月14日（土）１日目　第１会場


